
「
天
津
水
影
」
考

―
―

『
日
本
書
紀
』
―
―

漢
字

表
記

の
訓
話
を
め
ぐ

っ
て

王

/Jヽ

林

は

じ

め

に

上
代

日
本

に
伝
来
さ
れ
た
形

・
音

圭
我
の
三
要
素

を
そ
な
え
た
中
国

の
漢
字
が

日
本
語
を
表
記
す

る
に
も
使
用
さ
れ
、

用
字
機

能

は
主
と

し

て
音

≧
我
に
集
中

し
て
い
た

こ
と

は
周
知

の
事
実

で
あ

る
。

『
高
葉
集
』
に
多

用
さ
れ

る

豆
日
仮
名
」
と
、

『
古
事

記
』
、

『
日
本
書
紀
』
な
ど
漢

文
体

で
書

か
れ
た
数
多
く

の
上
代
文
献

に
お
け

る
表
意
機
能

の
漢
字

が
我

々
に
そ

の
様
相
を
伝
え

て
い
る
。

さ
ら

に
、

こ
う
し
た
表
音
と
表
意
機
能
以
外

に
、

所
謂

「
表
訓
漢
字
」
―
―

す
な
わ
ち
漢
字

の
訓
に
基
づ
く
用
法
も
存
在
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の

「
訓
」
と

は
、

従
来

の
解
義
解
釈
を
さ
す

「
訓
詰
」

の
意

で
は
な
く
、

漢
字

の
日
本
読

み
、

要
す

る
に
和
訓

の

意

に
な

り
、

小
林
芳
規
氏

の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、

「
漢
字

の
字
義
を
翻
訳
し
た
日
本
語

の
音
形
が
そ

の
漢
字

に
結

び

つ
い
た
も

の

で
あ

る
」
と
七

テ」
れ
ら

の

「
表
訓
漢
字
」

は
、

例
え
ば

「
馬
飼
」
、

「
牛
飼
」
、
「
心
前

」

の
よ
う
な
古

語
を
記
し
た
と
思
わ
れ

る

も

の
が
上
代
文
献

に
し
ば

し
ば

現
わ
れ
る
と
名

し
か
し
、

「
表
訓
漢
字
」

の
中

で
も
、

「
正
訓
字

」
な
ら
と
も
か
く
、

場
合

に
よ

つ
て

「
表
訓
」
と
も

「
表
意
」
と
も

つ
か
な

い
、

所
謂

「
戯
書
」
ま
た
は
そ
れ
に
近

い
よ
う
な
、

複
雑
な
構
成

及
び
成
立
背
景

を

持

つ
漢
字
表

記
も
時
折
存
在
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
う

し
た
用
例

は

一
般
的

に
使
用
者

の
主
観
的
な
支

え
が
強
く
、

構
成
も
多
様

に
分

か
れ
、

訓
詰
す

る
者
を
し

て
困
惑
さ
せ

て
し
ま
う

こ
と
が
多

い
。

そ

の
原
因
は
、

使
用
者

の
文
字

や
典
故

に
対
す

る
高
度

の

「天津水影」考 ― 『日本書紀』漢字表記の訓古をめぐって一
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教
養

に
一異
付
け
ら
れ
た
余
裕

に
由
来
す

る

こ
と
が
考

え
ら
れ
、
「
個

人
的
趣
味

に
片
寄

り
、

興
味

の
質
も
多

様

で
あ

る

こ
と
か
ら
、

普
遍
性
を
欠
き
、

ほ
と

ん
ど

一
回
的
な
も

の
に
留
ま

る
」
と

い
う
特
徴
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
名

そ

の
具
体
例

に
、
「
金
」
、

三
我
之
」
、

「
少
熱
」
、
「
山
上
復
有
山
」
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
漢
年
表
記

の
訓
詰

は
、

出
典
と
す

る
テ
ク

ス
ト

の
性
質
を
踏
ま
え

つ
つ
、

広
く
和
漢

の
域

に
渉

っ
て
そ

の
訓
義
を
明
ら

か
に
す

る
べ
き

で
あ

り
、

そ

こ
に
日
本
漢
文
学

研
究

の
原
点
な

る
も

の
が
存

在
す

る
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

か
ろ
う
。

そ

の
意
味

に
お

い
て
、

小
稿

で
取
り
上
げ

る

『
日
本
書
紀
』
仲
哀
紀

に
見
え
る

「
天

津
水
影
」
と

い
う
漢
字
表
記
も

そ

の

一
例

で
あ

る
と

い
え

る
。

『
日
本
書
紀
』
仲
哀

天
皇
八
年
九
月
篠

に
次

の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

秋
九
月
乙
亥
朔
己
卯
、

詔
群
臣
以
議
討
熊
襲
。

時
有
碑
、

託
皇
后
而
誨
日
、

天
皇
何
憂
熊
襲
之
不
服
。

是
答
宍
之
空
国
也
。

豊
足
碁
兵
伐
平
。

血
双
、

其
囲
必
自
服
尖
。

復
熊
襲
篤
服
。

其
祭
之
、

以
天
皇
之
御
船
、

及
穴
門
直
践
立
所
献
之
水
日
、

名
大
田
、

是
等
物
角
幣
也
。

天
皇
聞

神
言
、

有
疑
之
情
。

便
登
高
岳
、

遥
望
之
大
海
噴
遠
而
不
見
国
。

於
是
、

天
皇
封
碑
日
、

朕
周
望
之
、

有
海
無
国
。

主
於
大
虚
有
国
平
。

誰

碑
徒
誘
朕
。

復
我
皇
祖
諸
天
皇
等
、

講
祭
碑
祇
。

豊
有
遺
碑
耶
。

時
碑
亦
託
皇
后
日
、

腕
降
鷹
肝
隣
彫
胎
騰
陰
隈
陣
所
見
筒
Ｆ
席
阻
曖
勝
旧
卜

以
誹
訪
我
言
。

其
汝
王
之
如
此
言
而
遂
不
信
者
、

汝
不
得
其
国
。

（傍
線
、

筆
者
に
よ
る
、

以
下
同
じ
。

原
文
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
）

右

の
記
事

は

『
古
事
記
』
中
巻

に
も

見
ら
れ
と
く

両
者

を
照
ら
し
合
わ
せ

て
見
れ
ば
、

そ

の
概
ね

の
意
味

は
、

神

託
を
受

け
た

仲
哀

天
皇
が
、

山
に
登

っ
て
新

羅

の
国
を
眺
望

し
よ
う
と
し
た
が
、

眼
前

に
広
が
る
海

し
か
な
か

っ
た
た

め
、

つ
い
に
神

へ
の
不

満
を

口
に
す

る
。

こ
れ
に
怒

っ
た
神
が
、

「
如

天
津
水
影
押
伏
而
我
所
見
国
」
と

い

っ
た
上

で
、

天
皇

へ
の
罰
と

し
て

「
汝

不
得

其
囲
」
と
祟

っ
た
、

と

い
う
も

の
で
あ

る
。

さ

て
、

小
稿
が
考
え
よ
う
と
す

る

の
は
、

右
記
記
事

の
傍
線
部
、

「
如
天
津
水
影
押
伏
而
我
所

見
国
」
と

い
う

一
文

の
訓
詰

で

あ

る
。

ほ
ぼ
純
粋
な
漢
文
体

に
混

じ

っ
て
、

「
天
津
水
影
」
と

い
う

見
慣

れ
な

い
用
語
と

日
本

語
動
詞

「
押
伏
す
」

の
使
用
と

い

一-70-一



う
、

や
や
和
習

の
強

い
こ
の

一
文

は
、

読
解

に
あ

る
程
度

の
困
難
を
も
た
ら
し
た
た

め
か
、

こ
れ
ま

で
の
解
釈

に
は
な

お
疑
間
を

感

じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
残
さ
れ

て
い
る
。

以
下
、　

一
文
を
め
ぐ
る
解
釈
、
と
り
わ
け

「
天
津
水
影
」
と

い
う
漢
字

表
記

の
意
味

に

つ
い
て
私
見
を
述

べ
て
み
た

い
。

一
一

「
天

つ
水

の
影
」
か
、

そ
れ
と
も

「
天

つ
水
影
」
か

諸
注
釈
書

で
は
、　

一
文
が

「
天

つ
水
影
如
す
押

し
伏
せ
て
我
が
見
る
国
」
と
訓
ま
れ
、

そ

の
意
を

「
水

に
う

つ
る
影

の
如

く
鮮

明
に
、

自

分
が
上

か
ら

見
下
ろ
し
て
い
る
国
が
あ

る

の
に
」
を
Ｒ

ま
た

は

「
水

に
映

っ
て

い
る
影

の
よ
う

に
、

天
上
か
ら
押

し

伏
せ

て
私
が
見
下
ろ
し

て
い
る
国
」

と
さ
れ

て
い
る
と
名

文
中

の

「
天
津
水
影
」
が

「
あ
ま

つ
み
づ
か
げ
」
と
訓
ま
れ

て

い
る

こ
と
か
ら
、
「
天
津
水
影
」
を

「
表
訓
漢
字
」
と

し
て
見

て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
訓
義

に

つ
い
て
は
、
「
ア

マ
ツ
は
、

高

天
原

の
意
。

こ
こ
で
は
水
影

の
美
称
」
と
そ

「
天
ツ
水

は

〈
水
影
〉

の
美
称
。

〈
水
影
）

は
水

に
映

る
影
。

そ

の
鮮

明
さ
を

〈
天

つ
〉

と

い

つ
た
も

の
」
と
解

し
て
い
る

の
で
あ

る
と
名

と

こ
ろ
が
、

以
上

の
解
釈

で
は
、

「
天
津
水
影
」

の
語
義
が

「
天

つ
水

の
影
」

か
、

そ
れ
と
も

「
天

つ
水
影
」
な

の
か
、

今

ひ

と

つ
明
確

で
は
な
く
、

な
お
疑
問
が
残

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
諸
注
釈

で
は
、
「
天

つ
」
を

「
高

天
原
」
と

し
、
「
天
津

水
影
」
を

「
天

ツ
水

は

〈
水
影
）

の
美
称
。

〈
水
影
〉

は
水

に
映
る
影
」
と
す

る
が
、

『
高
葉
集
』

（
佐
竹
昭
広
他
編

『
万
葉
集
本

文
篇
』
塙
書
房

に
よ

る
）

に
、

〔
原
文
〕

天
下
四
方

之
人
乃
大
船
之
思
憑
而
天
水
仰

而
待
爾

〔
訓
読
〕
天

の
下
四
方

の
人

の
大
舟

の
想

ひ
頼

み
て
天

ｑ
利

仰
ぎ

て
待

つ
に

（
二

・
一
六
七
）

〔原
文
〕
弥
騰
里
児
能
知
許
布
我
其
登
久
安
麻
都
美
豆
安
布
藝
三
麻
都

「天津水影」考一 F日本書紀』漢字表記の訓古をめぐって一
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〔
訓
読
〕

み
ど
り
児

の
乳
乞
ふ
が
如
く
対

つ‐
利

仰
ぎ

て
ぞ
待

つ
　

　

　

　

　

（十
八

・
四

十
二
二
）

の
歌
が
あ

り
、

ま
た
、

『
延
喜
式
』
祝
詞

に
見
え

る

「
中
臣
毒
詞
」

に
も
、

天
皇

の
飲
料
水
と
な

る

「
御
膳
水
」

の
取
り
方

に

つ

い
て
、

〔
原
文
〕
天
乃
玉
櫛
遠
事
依
奉
氏
、

此
玉
櫛
遠
利
立
氏
、

自
夕
日
至
朝

日
照
高
氏
、

天
都
詔

刀
乃
太
詔

刀
言
遠

以
氏
告
確
。

如
此

告
波
、

麻
知
波

弱
韮
仁
由
都

五
百
皇
生
出
牟
。
自
其

下
天
乃
八
井
出
牟
。

此
遠

持

天
、

床
陣
体

止
所
聞
食

止
事
依
奉

支
。

〔
訓
読

〕

天

の
玉
櫛

を
事
依
さ

し
ま

つ
り

て
、

こ
の
玉
櫛
を
刺
し
立

て
て
、

夕

日
よ
り
朝

日

の
照

る
に
至

る
ま

で
、

天

つ
詔
と

の
大

詔
と
言
を
も
ち

て
告
れ
。

か
く
告
ら
ば
、

ま
ち

は
弱
韮

に
ゆ

つ
五
百
皇
生

ひ
出

で
む
、

そ

の
下
よ
り
天

の
人
井

出

で
む
。

こ
を
持
ち

て
「

つ‐
利

と
聞
し
め
せ
と
事
依
さ
し
ま

つ
り
き
。

と
あ

る
内
容

が
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
「
天

つ
水
」
は
古
く
か
ら
存
在
す

る
言
葉

で
あ

る
。

『
万
葉
集
』
の

「
天

つ
水
」
は
枕
詞
に
も

使
わ
れ
、
「
天

の
水
」
、
「
雨
」
と
解
さ
れ
、
「
中

臣
壽

詞
」

の

「
天

つ
水
」
は
、
「
天

の
人
井
」
か
ら
汲

み
取

る
水

の
意

で
、
「
顕

し

国

出
現
実

の
国

の
水
」

の
反
対
と

し
て
、

「
天
津
国
」
、　

つ
ま
り

「
天
か
ら

の
水
」
と
解
さ
れ

て

い
る
注
者

さ

て
、

上
代
文
献

に
し
ば

し
ば

見
ら
れ
る

「
天

つ
神
」
「
天

つ
風
」
「
天

つ
国
」
「
天

つ
罪
」
な
ど

の
用
例
と
合
わ
せ

て
見
れ
ば
、

「
天

つ
水
」

は
そ
れ
ら

に
類

し
た
、
「
天
」
と

「
水
」

の
複
合
語

で
あ

っ
た

可
能
性
が
高

い
の
で
あ

る
と
１０
。
と
な
れ
ば
、
「
天
津

水
影
」

に

つ
い
て
は
、

「
天

つ
水

の
影
」
と
訓
む
よ
り
は
、

同
じ
く

「
天
」
と

「
水
影
」

の
複
合

語
と

し
た
上

で
、

訓
詰

の
重

心

を

「
水
影
」

に
置

い
て
差

し
支

え
な

い
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
漢
語
と

し
て
の

「
水
影
」
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「
み
づ
か
げ

」
と

い
う
和
訓
を
漢
字

で
表

記
し
た
例

は
上
代
文
献

に
二
種
類
求

め
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ

「
水
蔭
」
と

「
水
影
」

で
あ

る
。

前
者

は
と
も

に

『
高
葉
集
』

に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

〔
原
文
〕

天
漢
水
蔭
草
金
風
靡

見
者
時
来

〔
訓
読
〕

天

の
川
水
蔭
草

の
秋
風
に
な
び
か
ふ
見
れ
ば
時

は
来

に
け
り

　

（
十

・
二
①

一
三
）

〔
原
文
〕
山
川
水
蔭
生
山
草

不
止
妹
所
念
鴨

〔
訓
読
〕
出
川

の
水
蔭

に
生
ふ
る
山
菅

の
止
ま
ず
も
妹

は
思

ほ
ゆ
る
か
も

（
十

二

・
二
人
六

二
）

そ
し
て
、

上
代
文
献

に
お
け

る

「
水
影
」

の
用
例

は

『
高
葉
集
』
巻
十
六

「
田
部
親

王
献
歌

一
首
」

の
左
註

に
、

〔
原
文
〕
右
、

或
有
人
聞
之

日
、

新

田
部
親

王
出
遊

子
堵
裏
、

御

見
勝
問

田
之
池
、

感
緒
御
心
之
中
。

還
自
彼
池
、

不
忍
怜

愛
。

於
時
語
婦
人

日
、

今

日
遊
行
、

見
勝

田
池
、

水
影
濤

々
、

蓮
花
灼

々
。

何
怜
断
腸
、

不
可
得
言
。

〔
訓
読
〕
右
、

或

る
人
聞
き

て
曰
く
、

新

田
部
親

王
、

堵
裏

に
出
遊
す
。

勝
間

田
の
池
を
御

見
し
、

御

心

の
中

に
感
緒

づ
。

そ

の

池
よ
り
還
り

て
、

怜
愛

に
忍
び
ず
。

こ
こ
に
婦
人
に
語
り

て
曰
く
、

ズ
「
日
遊
行

で
て
、

勝

間

田
の
池
を

見
る
に
、

水

影
濤

々
に
、

蓮
花
灼

々
な
り
。

何
怜
き

こ
と
腸
を
断
ち
、

得

て
言
ふ

べ
か
ら
ず
」
と

い
ふ
。

と

の

一
例
が

見
ら
れ
、

本
稿
が
扱
う
仲
哀
紀

の

「
天
津
水
影
」
と
合
わ
せ

て
わ
ず
か

二
例

で
あ

る
。

さ

て
、
「
水
蔭
」

の
用
例

は
和
歌

に
限
ら
れ
た
上
、

い
ず
れ
も

「
草
」
に
か
か
わ
る
用
語

で
あ

り
、

そ
れ
に

「
か
げ
」
に

「
蔭
」

と

い
う
訓
漢
字

を
宛

て
ら
れ

て

い
る
こ
と

か
ら
、

そ

の
訓
話
に

つ
い
て
考

え

る
場
合
、

表
記
が
相
違
す

る

「
水
影
」
と

の
間

に

一

線

を
画
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
「
水
影
」
を
め
ぐ
る
例
が

い
ず
れ
も
漢

文
脈

に
用

い
ら
れ

て
い
る

こ
と

に
鑑

み

て
、

こ
こ
に

「
水
影
」

を
所
謂

「
表
訓
漢
字

」
と
し

て
で
は
な
く
、

漢
籍
と

の
関
連

に
お

い
て
見
る

こ
と

に
し
、

「
天
津
水
影
」

の
訓
詰
を
め
ぐ

る
新

た

な
糸

口
を
探

っ
て
み
た

い
と
思
う
。

「水
影
」
を
め
ぐ
る
用
例
は
、

主
と
し
て
六
朝
詩
に
多
く
求
め
ら
れ
る
。

順
次
に
並
べ
れ
ば
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
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澄
江
涵
皓
月

水
影
若
浮

天

風
来
如

可
乏

流
急

不
成

国

況
乃
豫
遊
仁
寿

行
楽
徽
音

水
影
揺

日

花
光
照
林

夕
鳥

己
西
度

残
霞
亦
半
消

風
声
動
密
竹

水
影
涼
長
橋

竹
密

山
斎
冷

荷
開
水
殿
香

山
花
臨
舞
席

水
影
照
歌
床

澄
江
皓
月
を
酒

べ

水
影

天
を
浮

べ
る
が
若

し

風
来
り
て
乏
ぶ
が
如

し

流
れ
急
ぎ

て
園
を
成

さ
ず

況
や
乃
ち
仁
寿

に
豫
遊

し

徽
音

に
行
楽
す

水
影

日
を
揺

ら
し

花
光
林
を
照
ら
す

夕
鳥

己
に
西
に
度

り

残
霞
亦
た
半
ば
消
え
す

風
声
密
竹
を
動

か
し

水
影
長
橋
を
様

わ
す

竹
密

に
し
て
出
斎
冷
た
く

荷
開
き

て
水
殿
香

る

山
花
舞
席

に
臨

み

水
影
歌
床
を
照
ら
す

梁

・
孝

元
帝

「
望
江
中
月
影
」

梁

・
庚
信

「
象
戯
賦
」

梁

・
何
遜

「
夕
望
江
橋
詩
」
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梁

・
庚

肩
吾

「
和
竹
書
詩
」

こ
の
よ
う

に
、

右
記

の
詩
文

に
お
け
る

「水
影
」
の
用
法
、

即
ち

「
天
を
浮

か
べ
る
」
、

「
口
を
揺
ら
す
」
、

「
長
橋
を
湊
わ
す
」
、

「
歌
床

を
照
ら
す
」
等

の
表

現
か
ら
、
「
水
影
」

は

「
水

に
映

つ
た
影
」
と

い
う
よ
り
も
、

物

を
映

し
出
す

「
水

面
」

の
意
と

し

て
使
わ
れ

て
い
た
傾
向
が
強

く
認
め
ら
れ

る
。　

つ
ま

り
、
「
影
」

の
意
が
薄

れ
た
故

に
、

「
浮
」

「
揺
」

「
湊
」

露
ど

等

の
他
動
詞

と
結

び

つ
き
、

「
水

面
」

に
映

る
様

々
な
情
景
を
描

写
出
来
た
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
。

さ

て
、
「
水
影
」
を
め
ぐ
る

こ
の
よ
う
な
用
法
か
ら
、

前
記

『
高
葉
集
』
「
田
部
親

王
献
歌

一
首
」
左
註

に
見
え

る

「
水
影
」
に

関
す

る
訓
義

に
も
再
考

の
余

地
が
出

て
く

る

の
で
あ

る
。

岩
波
新
古
典
大
系

で
は
、

「
水
影
濤

々
」
を

「
水

に
映

っ
た
影
が
波

に

大
き
く
揺

れ

る
」
と
訳
し

て
い
る
が
注
ｍ
、

こ
こ
は
や

は
り
日
本
古
典
文
学
集
成

の
、

「水

面

一
面
に
波
が
揺
れ
動
く
」
に
従
う

べ

き

で
あ
ろ
う
注
・２
ｏ

そ
し
て
ヽ

同
じ
く
、
「
如

天
津
水
影
押
伏
而
我
所

見
国
」
の

「
水
影
」
に

つ
い
て
も
、
「
水

に
映

っ
て
い
る
影
」

で
は
な
く
、

「
水
面
」
と
解

し
た
方
が
よ
り
妥
当

で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、
「
水
影
」
に
お
け

る

「
影
」

の
意
が
薄

れ
た

こ
と

で
、

従
来

の

「
天

つ
水
影
如
す
押

し
伏
せ

て
我
が
見
る
国
」
、

即

ち

「
水

に
映

っ
て
い
る
影

の
よ
う

に
、

天
上
か
ら
押

し
伏
せ
て
私
が
見
下
ろ
し
て
い
る
国
」
と

の
訓
義
が
成

り
立
ち
難

く
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
事
情

を
承
け

て
、

自
然

に

一
文
に
関
す

る
新

た
な

訓
義
を
求

め
る
必
要
性

に
迫
ら
れ
る

こ
と

に
な

ろ
う
。

そ

こ
で
、

漢
詩

か
ら

一
歩
離
れ

て
み
れ
ば
、

漢
文

に
お
け
る

「
水
影
」
が
、

地
上

に
生
ず

る
水

の
影

の
よ
う
な
も

の
、

言
わ
ば
蜃

気
楼

に
近

い
現
象
を
も
指
す
よ
う
な
用
例
が
目
に
入
る
。

例
え
ば
、

ョ
ロ
書
』
荷
堅
偉

に
は
、

（
一
）
長
安
有
水
影
、

遠
観
若
水
、

視
地
則
見
人
。

長
安

に
水
影
有

り

て
、

遠
観
す
れ
ば
水

の
若

し
、

地
を
視

れ
ば
則
ち
人
を
見
る
。

と

の
記
事

が

見
え
、

類
似

の
記
事
と

し
て
、

「天津水影」考 一 『日本書紀』漢字表記の訓古をめぐって一
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（
二
）
神
龍
中
、

洛
城
東
地
若
水
影
、

繊
微

必
照
、

就
視
則
無
所
見
。

神
龍
中
、

洛
城

の
東
地
水
影

の
若
く
、

繊
微

必
ず
照
す
、

就

き

て
視

れ
ば
則
ち

見
る
と

こ
ろ
無

し
。

唐

・
劉
錬

『
隋
唐
嘉

話
』

下

（
三
）
洛

陽
東
七
里
有
水
影
、

側
近
村
木
車
馬
之
影
、

歴

々
見
水
影
中
。

洛
陽

の
東
七
里
に
水
影
有

り
、

側
近

の
樹
木
車
馬

の
影
、

歴

々
と

し
て
水
影

の
中

に
見
わ

る
。

『
旧
唐
書
』

五
行
志

（
四
）
長
安
街
中
往

々
見
水
影
。

長
安

の
街
中

に
往

々
に
し

て
水
影
見
は
る
。

『
唐
書
』

五
行
志

（
五
）
青
州
城
南
遠
望
、

見
地
中
如
水
有
影
、

謂
之
地
鏡
。

青
州
城

の
南

を
遠
望
す

れ
ば
、

地
中

に
水

の
影
有

る
如
く
を
見
る
、

之
を
地
鏡

と
謂
ふ
。

『
南
史
』
宋

文
帝
紀

な
ど
が
諸
漢
籍

に
散

見
す

る
。

そ

の
内
容

に
拠
れ
ば
、

「
水
影
」

は

（
二
）

の

「
繊
微

必
照
」

や

（
三
）

の

「
歴

々
見
水
影
中
」

と

の
特
徴

か
ら
、

（
五
）

の

「
地
鏡
」
と

い
う
別
称
ま

で
与
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
例

に
照
ら

し
て

「
天
津

水
影
」
を
見
れ

ば
、　

一
文

に
お
け

る
そ

の
意
味

は
、
「
国
」
を
問
接
的

に
映

し
出
す
、

鏡

の
よ
う
な

「
水
影
」

の
意

と
し

て
使
わ
れ

て
い
た

こ
と

が
推
測
さ
れ

る
。

で
は
、

果
た

し
て

「
水
影
」
を

「
鏡
」
と
訓
む

こ
と
が

可
能

で
あ

ろ
う
か
。

四
　
鏡
と
し
て
の

「
水
影
」
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「
水
影
」
が

「
鏡
」
ま
た

は

「
地
鏡
」

の
別
称
と

し

て
使
わ
れ
た
例

に

つ
い
て
触
れ
た
が
、

実
際
漢
詩
文

に
お

い
て
も

し
ば

し

ば

見
受
け
ら
れ
る
も

の
で
あ

る
。

例
え
ば
庚
信

の

「
春
賊
」

に
、

百
丈

出
頭

日
欲
斜
　
　
　
百
丈

出
頭

日
斜

せ
ん
と
欲

し
、

三
哺
未
酔
莫

還
家

　
　
　
一二
哺
未
だ
酔

わ
ざ

れ
ば
家

に
還
る
こ
と
莫
れ

池
中
水
影
懸
勝
鏡

　
　
　
池
中

の
水
影
懸

り

て
鏡

に
勝

り

屋
一異
衣
香
不
如
花
　
　
　
屋
一異
の
衣
香
花

に
如
か
ず

こ
の
よ
う

に

「
水
影
」
を

「
鏡
」
と
形
容
す

る
例
が
あ

る
外
、

直
接

「
地
鏡
」
と
詠

む
詩
も
見
ら
れ
る
。

地
鏡
階
基
遠
　
　
　
地
鏡

の
階
基
遠
く

天
窓
影
跡

深
　
　
　
天
窓

の
影
跡
深
し

碧

玉
成
雙
樹
　
　
　
碧

玉
雙
樹
を
成

し

空
青
為

一
林
　
　
　
空
青

一
林
を
為
す

庚
信

「
道

士
歩
虚

詞
十
首
」

草
茂
捜
階
緑
　
　
　
＋早
茂

く
し
て
竣
階
緑
な

り

花
繁
宝

樹
紅
　
　
　
花
繁

く
し
て
宝
樹
紅

い
な

り

石
楼
紛
似
画
　
　
　
石
楼
紛
と
し
て
画
に
似
た

り

地
鏡
森
如
空
　
　
　
地
鏡

森
と
し
て
空

の
如

く

唐

・
楊
畑

「
和
輔
先

入
異
天
観

星
塘
」

右
記

二
例

の

「
地
鏡
」
は
、

い
ず
れ
も

「
水
影
」
に
反
射
さ
れ

て
い
る
映
像
を
詠
う
も

の
で
あ

る
が
、

こ
こ
に
興
味
深
く
思
わ
れ

る

の
は
、

右

記
庚
信

「
春
賦
」

に
見
え

る

「
地
鏡
」

に

つ
い
て
、

清

の
学
者
侃
靖

は
、

『
地
鏡

図
』
と

い
う
書
物

に
見
え

る

「
欲
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知
宝
所
在

地
、

以
大
鏡
夜
照
、

見
影
若
光
在
鏡

中
者
、

物
在

下
也
」

（宝

の
所
在
地
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば

、
大
鏡

を
以

て
夜

に
照

ら

し
、

影

の
光

の
如

く
鏡
中

に
在

る
を
見
れ
ば
、

物

下
に
在

る
な

り
）
と
を
引
用
し
て
注
を
施

し
て
い
る

の
で
あ

る
と
１３
ｏ

『
地
鏡

図
』

は
、

『
隋
書

・
経
籍
志
』

王
行

に
、

「
有

『
天
鏡
』

二
巻
、

『
乾
坤
鏡
』

二
巻
、

梁

『
天
鏡
』
、

『
地
鏡
』
、

『
日
月
鏡
経
』
各

一

巻
、

『
地
鏡

図
』
六
巻
、

亡
」
と
、

供
書
と
し
て
著
録
さ
れ

て
い
る
。

そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
、

『
藝
文
類
衆
』
所
引
十

一
項
目
に

わ
た

る

『
地
鏡

図
』

の
引
用
文
を
見
れ
ば
、

左
記

の
よ
う
に
、

識
緯
色
を
強
く
帯
び
た
地
理
関
係

の
記
述

で
あ

る
。

①
古

之
王
者
、

行
遊
諸
侯
、

其
所
居
国
、

国
必
有

三
日
浸
、

変

而
為

日
中
之
霧
。

（
霧
）

古

の
王
は
、

諸
侯

に
行
遊
す
。

其

の
居
と
す

る
と

こ
ろ

の
国
、

国
に
必
ず

三
日

の
浸

る

こ
と
有

り
。

変

り

て
日
中

の
霧
と
為

ス

０

。

①
凡
観
金
玉
宝
剣
銅

鉄
、

皆

以
辛
之
日
、

待

雨
止
、

明

日
平
旦
、

亦
黄
昏
夜
半
観

之
、

所

見
光
白
者

玉
也
、

赤
者
金
、

黄

者
銅

、

黒
者
鉄
。

（
宝
）

凡
そ
金
玉
宝
剣
銅

鉄
を
観

る
に
、

皆
辛

の
日
を

以

て
、

雨

の
止
む
る
を
待

つ
。

明
日

の
平

旦
、

亦

た
黄
昏
夜
半

に
之
を
観
れ

ば
、

見
る
と

こ
ろ

の
光
白
な

る
は
玉
な

り
、

赤

は
金
な

り
、

黄

は
銅
な

り
、

黒
は
鉄
な

り
。

①
銅

器
之
精
、

現
為

馬
。

（
馬
）

銅

器

の
精
、

現
れ

て
馬
と
為

る
。

こ
れ
ら

の
引
用

か
ら
、

『
地
鏡

図
』

は
、

恐
ら
く

「
水
影
」

の

「
繊
微

必
照
」

の
神
秘
性

に
あ
や
か

っ
て
作
成
さ

れ
た
地
理
に
ま

つ
わ

る
緯
書

で
あ
ろ
う
注
‐４
ｏ

「
鏡
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

の
は
、
「
水
影
」

の
特
質

は
無
論

の
こ
と
、

後
述
す

る
よ
う

に
、

古
代
中

国

の

「
鏡
」
を

め
ぐ

る
思
想

や
習
俗
と
も
関
わ

る
が
、

こ
こ
は
と
も

か
く
、
「
水
影
」
と

い
う
自
然

現
象

か
ら

「
地
鏡
」

の
名
称

が
生
ま
れ
、

更

に
そ

の
名

に
ち
な

ん

で
識
緯
色

の
強

い
書
物
ま

で
編
ま
れ

る
に
至

っ
た

こ
と
を
通
じ
て
、

古
代
中
国

に
お
け

る
「
水

影
」
が
、

幾
層
も

の
の
認
識
か
ら
構
成
さ
れ
た
概
念

で
あ

っ
た

こ
と
を
窺
え
れ
ば

足
る
。

こ
こ
に
む
し
ろ
注

目
し
た

い
の
は
、

藤
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原
佐
世

『
日
本

国
見
在
書

目
録
』

（
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
室
生
寺
本
）

の

「
五
行
家
」

に
も
、

『
乾
坤
鏡
』
、

『
天
鏡
』
、

『
地
鏡
』
、

『
日
月
鏡
経
』
等
、

『
隋
書

・
経
籍
志
』
と

ほ
ぼ

同
じ
内
容

の
書
物
が
著
録
さ
れ

て
い
る

こ
と

で
あ

る
。

そ
し
て
、

同
項

目
所
収

『
地
判
経
』

や

『
高
一麗
国
識
』
、

更

に

『
符
瑞

図
』
等

の
書
名
か
ら
も
そ

の
性
質
が
緯
書

に
近

い
も

の
と
推
測
さ

れ
る
。

こ
う

し

た
事
情

か
ら
、

『
地
鏡

図
』
及
び
そ
れ
に
類

し
た
文
献
が
上
代

日
本

に
伝
来
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
水
影
」
と

「
地
鏡
」
に
関
す

る

知
識
も
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

さ

て
、

こ
こ
に

「
天
津
水
影
」

の
意
味
を
改
め

て
考

え

て
み
た

い
。

ま
ず
、

国
見
を
背
景
と
す

る

一
文

は
、

「
水
影
」

に

「
国
」
が
映
る
と

い
う
点

で
、

識
緯
色

の
強

い
地
理
書

『
地
鏡

図
』

が
持

つ
ど
ん
な
物

で
も
映

し
出
す

モ
チ
ー

フ
に
通
じ
る
も

の
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

「
天
津
水
影
」

の
あ
り
方

は
、

鏡

を
持

っ
て
地
下
に
あ

る
宝
を
探
す

『
地
鏡

図
』

の

「
欲
知
宝
所
在

地
、

以
大
鏡
夜
照
、

見
影
若
光
在
鏡
中
者
、

物
在

下
也
」
に
も

一
脈
通
じ

て

い
る
と
言
え
よ
う
。

そ

こ
で
、

も
し

「
天
津
水
影
」
を

「
鏡

」
と
解

し
、
「
如

天
津
水
影
押
伏
而
我
所
見
国
」
を

「
天

つ
水
影

の
押

し
伏
せ

て
が
如

く
我

見
る
国
」
と
訓
め
ば
、

そ

の
意

は
、

前

記

「
以
大
鏡
夜
照
」

に
倣

っ
た
、

「
天
津

水
影
」
即
ち

「
鏡
」
が

「
押

し
伏
せ
る
」
よ
う

に
天
上
か
ら
国
を

見
る
こ
と
に
な

り
、　

一
文

の
置
か
れ
る
国
見

の
背
景

に
も
合
致
す

る

こ
と

に

な

る

の
で
あ

る
。

た
だ
、

こ
れ

に
よ

っ
て

「
神
」
を

「
鏡
」

の
よ
う

に
害
え
る
意

に
な

り
、

右
記
漢
籍

に
お
け

る

「
鏡
」

の
あ
り
方
と

の
間
に
開

き
を
も
た
ら

し
て
し
ま
う
。

従

っ
て
、

こ
の
よ
う
な

訓
義
が
成

り
立

つ
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、

上
代

日
本

に
お
け

る

「
鏡
」

の
あ

り
方
と
結

び
付
け

て
考
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

五
　
上
代

日
本

に
お
け
る
鏡

の
あ
り
方
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鏡

は
、

古
代

日
本

の
宗
教
や
政
治
生
活

の
中

で
重

要
な
機
能
を
果
た
し
、

信
仰
形
態

ま

で
形
成

し
て
い
た

こ
と

は
、

周
知

の
事

実

で
あ

る
。

考

古
学

の
研
究

に
拠

れ
ば
、

鏡

の
歴
史

は
文
字
資
料

よ
り
逢

か
以
前

の
弥
生
時
代

に
遡

る
が
、

中
国
か
ら

の
伝
来
と

い
う
事
実
が
あ
り
な

が
ら
も
、

既

に
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、

そ

の
あ
り
方
が

日
本
独
特

の
色
を
帯
び

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る

と
‐５
ｏ

そ

の

一
つ
は
、

鏡

を
単
な

る
道
具
と

し

て
で
は
な
く
、

神

の
御
魂

、
ま
た
は
人

の
身
代
わ
り
と
さ
れ

て
い
た
点

で
あ

る
。

例
え
ば
、

『
古
事

記
』

下
巻
允
恭

天
皇
条

に
は
、

〔
原
文
〕
伊
久
比
爾
波
加
賀
美
衰
加
氣
麻
久
比
爾
波
麻
多
麻
表
加
氣
麻
多
麻
那
須
阿
賀

母
布
都
麻

〔
訓
読
〕
斎

代

に
は
鏡
を
掛
け
真
機

に
は
真

玉
を
掛
け
真

玉
な
す
吾
が
思

ふ
妹
鏡
な
す
吾
が
思
ふ
妻

と
見
え
、

『
万
葉
集
』

に
も
、

〔
原
文
〕
真

十
鏡

見
座
吾
我
背

子
吾
形
見
将
持
辰
爾
将
不
相
哉

〔
訓
読
〕
ま

そ
鏡

見
ま
せ
我
が
背

子
我
が
形
見
持

て
ら
む
時

に
逢

は
ざ
ら

め
や
も

（
十

二

・
二
九
七
八
）

と

の
歌
が
あ

る
よ
う

に
、

「
鏡
」
を
妹
、

妻

の
形
見
と
見
な

し
、

或

い
は
持
ち
主

の
姿

を
留
め

る
も

の
と
見
る
表
現
は
、

古
代

人

の

「
鏡
」
を

め
ぐ
る
素
朴
な
信
仰
を
表
し

て
い
る
と
言
え
る
。

と

こ
ろ

で
、

古
代

日
本

に
お
け
る
鏡

の
あ
り
方

は
、

右
記

の
よ
う

に
生
活

の
中

の
呪
物

で
あ

る
と
同
時

に
、

宗
教
や
政
治
と
も

深
く
関
わ

っ
て
い
た

の
で
あ

る
。

例
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
る

の
が
、

左
記

『
古
事

記
』
上
巻

の
有
名
な
伝

承

で
あ

る
。

天
照
大
神

は
、

皇
孫
遜
適
芸
尊

に
、

天
下
り
し
て
葦

原
中
国
を
統
治
せ
よ
と
詔
す

る
く
だ

り
に
お

い
て
、

〔
原
文
〕
於
是
副
賜
其
遠
岐
斯
人
尺
勾
竣
、

鏡
、

及
草
那
芸
剣
、

亦
常

世
思
金
神
、

手
力
男
神
、

天
石
門
別
神
而
詔
者
、

此

之
鏡

者
、

専
為
我
御
魂

而
、

如
拝
吾
前
、

伊
都
岐
奉
。

次
思
金
神
者
、

取
持
前
事
為
政
。

〔
訓
読
〕
是

に
、

其

の
を
き

し
人
尺

の
勾
竣
、

鏡

、
ま
た
草
那
芸
剣
、

ま
た
常
世
思
金
神
、

手
力
男
神
、

天
石
門
別
神
を
副

へ
賜
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ひ
て
、

詔
り
た
ま

ひ
し
く
、

こ
れ

の
鏡

は
、

専
ら
我
が
御
魂

と
し

て
、

吾
が
前
を
拝
く
が
如

い

つ
き
ま

つ
れ
。

次

に
思

金
神

は
、

前

の
事

を
取

り
持
ち

て
、

政
為

せ
よ
、

と

の
り
た
ま

ひ
き
。

と
記
さ
れ

て

い
る
。

こ
こ
に
、

天
照
大
神
が
、
「
鏡
」
、
「
勾
捜

＝
玉
」
、
「
剣
」
を
三
柱

の
神

に
授
け
る
と
同
時

に
、
「
鏡

」
を

「
我

が
御
魂

」
と
強
調
し
た
上

で
、

こ
れ
を
も

っ
て

「
政
為
せ
よ
」
、　

つ
ま
り

「
国
を
治
め
よ
」
と
言

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

か
か
る

よ
う
な
、

「
鏡

」
が
神
体

そ

の
も

の
と
見
な
さ
れ
、

更

に
権
力

の
象
徴
と
さ
れ

て
い
る

こ
と
は
、

古
代

の
宗
教
政
治
儀
礼

に
お
け

る

「
鏡

」

の
重
要
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

「
鏡
」
、
「
玉
」
、
「
剣
」
か
ら
構
成
さ

れ
た
所
謂
三
種

の
神
器
が
、

早
く

に
天

の
石
屋
戸
伝

承
に
現
わ
れ
る
な

ど
、

様

々
な
宗
教
や
政
治
儀
礼
に
登
場

し

て
い
た

の
で
あ

る
と
１６
ｏ

上
代

日
本

に
お
け

る

「
鏡
」

の
機
能

の
多
様
さ

は
、

あ

る
意
味

で

「
鏡
」
信
仰

の
幅
広
さ
を
示
唆
す

る
が
、

こ
こ
に
注

目
し
た

い
の
は
、

「
鏡
」
が
権
力

の
象
徴
と

し
て
見
な
さ
れ

る
次

の
二
例

で
あ

る
。

『
日
本
書
紀
』
巻

十
七
継
体

天
皇
条

に
、

〔
原
文
〕
二
月
辛
卯
朔

甲
午
、

大
伴
金
村
大
連
、

乃
晩
工
末
子

鏡
御
要
符

再
寿

。
男
大
述

天
皇
謝

日
、

子
民
治
国
重
事
也
。

寡

人

不
才
、

不
足
以
補
。

願
請
、

廻
慮

澤
賢
者
。

寡
人
不
敢
営
。

大
伴
大
連
、

伏
地
固
請
。

男
大
述

天
皇
、

西
向
譲
者

三
。

南

向
譲
者

再
。

大
伴
大
連
等
皆

日
、

臣
伏
計
之
、

大

王
子
民
治
国
、

最
宜
補
。

臣
等
、

馬
宗
廟
社
稜
、

計

不
敢
忽
。

〔
訓
読
〓

一
月

の
辛
卯

の
朔
甲
午

に
、

大
伴
金
村
大
連
、

乃
ち
晩
き

て
天
子

の
鏡
、

御
、

璽

の
符
を
上
り

て
再
寿

み
た

て
ま

つ
る
。

男
大
述

天
皇
、

謝
び

て
日
は
く
、

「
民
を

子
と

し
囲
を
治
む

る
こ
と

は
、

重
き
事
な

り
。

寡

人
不
才

し

て
、

補
ぐ

る
に

足
ら
ず
。

願
請
ふ
、

慮
を

廻
し
て
賢

し
き
者

を
択

べ
。

寡

人
は
敢

へ
て
営
ら
じ
」
と

の
た
ま
ふ
。

大
伴
大
連
、

地

に
伏

し

て
固
く
請

ひ
ま

つ
る
。

男
大
述

天
皇
、

西

に
向

ひ
て
譲

り
た
ま
ふ

こ
と

三
。

南

に
向

ひ
て
譲

り
た
ま
ふ
再
。

大
伴
大

連
等
皆

日
さ
く
、

「
臣
伏

し

て
計

れ
ば
、

大

王
、

民
を
子
と

し
国
を
治
め
た
ま

ふ
、

最
も
補
ふ

べ
し
。

臣
等
、

宗
廟
社

稜

の
為

に
、

計

る

こ
と
敢

へ
て
忽

に
せ
ず
。

と

の
記
事
が

見
え

る
。

天
皇

に
降
伏
し
た
大
伴
金
村
大
連
が
、

晩

い
て
献
上

し
た

の
が
、

そ

の
権
力

の
象
徴
と
な

る

「
鏡
」
と

「
創
」
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と

「
璽
」

の
符

で
あ

る
。

ま
た
、

類
似

の
記
事

は
、

「
天
津
水
影
」
を
含

む

一
文
と
同
じ
仲
哀
紀

の
築
紫

行
幸

の
く
だ

り
に
も

見

ら
れ
る
。

天
皇

一
行
が
築
紫

に
到
着

し
た

こ
と
を
聞
き

つ
け
た
縣
主
五
十
述
手
は
、

慌

て
て
次

の
よ
う

に
奉
献

し
、

そ
し
て
、

奏

言
し
た
と
あ

る
。

〔
原
文
〕
又
築
紫
伊
祝
縣
主
祖

五
十
述
手
、

聞
天
皇
之
行
、

抜
取
五
百
枝
賢
木
、

立

子
船
之
舶
艦
、

上
枝
掛
八
尺
捜
、

中
枝
掛
白

銅
鏡
、

下
枝
掛
十
握
御
、

参
迎
子
穴
門
引
鳴
而
献
之
。

因
以
奏

言
、

臣
敢
所
以
献
是
物
者
、

灰
Ｌ
隔
伴
恰
欅
陣
降
ｐ
隊
脚

炒
仰
侍
ド
に
脚
障
飾
防
以
扮
防
店
作
隅
―サーー
降
原
卜
防
腱

是
十
握
剣
平
天
下
央
。

〔
訓
読
〕
又
、

筑
紫

の
伊
祝

縣
主

の
祖
五
十
述

手
、

天
皇

の
行
す
を
聞

り

て
、

五
百
枝

の
賢
木
を
抜

じ
取

り

て
、

船

の
舶
艦

に
立

て
て
、

上
枝

に
は
人
尺
暖
を
掛
け
、

中
枝

に
は
白
銅
鏡
を
掛
け
、

下
枝

に
は
十
握
制
を
掛
け

て
、

穴
門

の
引
鳴

に
参
迎

へ
て
献

る
。

因
り

て
奏

し

て
言
さ
く
、

「
臣
、

敢

へ
て
是

の
物
を
献

る
所
以
は
、

天
皇
、

八
尺
捜

の
勾
れ

る
が
如
く

に

し
て
、

曲
妙

に
御
宇

せ
、

且
、

白
銅
鏡

の
如
く

に
し
て
、

分
明
に
出
川
海
原
を
看
行
せ
、

乃
ち
是

の
十
握
制

を
提
げ

て
、

天
下
を
平
け
た
ま

へ
、

と
な
り
」
と
ま
う
す
。

五
百
枝
賢
木

に
か
け

る
と

こ
ろ

の
記
述

は
、

記
紀

天

の
石
屋
戸
伝

承

の
内
容
と
ほ
ぼ

一
致
す

る
が
、

相
違
点

は
、

こ
の
記
事

に
お

い
て
権
力
を
象
徴
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
「
凌
」
「
鏡

」
と

「
剣
」
を
献
上
す

る
意
味
を
詳
し
く
述

べ
て
い
る
が
、

文
中

の

「
且
如

白
銅
鏡

以
分
明
看
行
山
川
海

原
」
は
、

天
皇
を

「
白
銅
鏡
」
に
喩
え
、
「
山
川
海
原
」
、

即
ち

「
国
」
を

「
看
行
」
す

る

こ
と
を
言

う
点
が
、
「
鏡
」
を
神
体
と
見
な
す
信
仰

に
基

づ
き

つ
つ
も
、

権
力

の
象
徴
と
も
見
な

し
、

そ

こ
か
ら
古
代

日
本

に
お
け

る

「
鏡
」

を
め
ぐ

る
あ

る
種

の
複
合
的
な
観
念
が
読

み
取
れ

る
。

こ
こ
に
右

の
記
事

に
見
え

る

「
白
銅
鏡
」

の
文
章

を

「
天
津
水
影
」

の
文
章
と
比
較

し
て
見
よ
う
。

①
如
白
銅
鏡

以
分
明
看
行
出
川
海
原

①
如

天
津
水
影
押
伏
而
我
所
見
国

―-82-一



こ
の
よ
う

に
、

両
者

と
も
歴
史

記
述

の
背
景
を

「
国
見
」
と
設
定

し
た
上

で
、

そ
れ
ぞ
れ
天
皇
を

「
白
銅
鏡
」
、

神
を

「
天
津
水

影
」
に
喩
え
、

そ
し
て
、

ほ
ぼ

同
じ
構
文
を
持

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

両
文

に
見
る
高
所
か
ら

「
鏡
」
、
「
水
影
」
を

「
出
川
海

原
」

及
び

「国
」
に
向
け

る
発
想

は
、

前
引

『
地
鏡

図
』

の

「
欲
知
宝
所
在

地
、

以
大
鏡
夜
照
、

見
影
若
光
在
鏡
中
者
、

物
在

下
也
」
に

通
じ

つ
つ
も
、
「
白
銅
鏡
」
「
天
津
水
影
」
を
直
接

「
天
皇
」
及
び

「
神
」
と
喩
え

る
点
が
、

前
述

「
鏡
」
を
め
ぐ

る
古
代

日
本

の

固
有
観
念
を
受
け
継

い
で
い
る

の
で
あ

る
。

二

つ
の
文
章

は
、

同
じ
仲
哀
紀

の
作
者

の
手
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
、

類

似

の
モ
チ
ー

フ
か
ら
生
ま
れ
た
表
現

で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ

て
、

こ
の
よ
う

に

「
天
津
水
影
」

の

「
水
影
」

を

「
鏡
」
と
解

し
、

更

に
古
代

日
本

の
宗
教

や
政
治
儀
礼

に
お
け
る

「
鏡
」

の
あ

り
方
と

比
較
す
れ
ば
、

仲
哀
紀

に
お
け
る

一
文
が
、

よ
り
象
徴
的
意
義
を
持

っ
た
も

の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、

こ
こ

に
猶
問
題
と

し
て
残

る

の
は
、

冠
詞

「
天

つ
」
の
解
釈
と
、

鏡
が
持

つ
権
力

の
象
徴

の
出
来

で
あ

る
。
「
天

つ
」
は
、

諸
家

に

「
高

天
原
」

と
解
さ

れ

て

い
る
よ
う

に
、

「
天

つ
神
」
、

「
天

つ
風
」
、

「
天

つ
国
」
、
「
天

つ
罪
」

に
類

し
た
、

古
代

日
本

の

コ
ス
モ

ロ
ジ

ー
を
め
ぐ

る
信
仰

に
出
来

し
た
表
現

で
あ

ろ
う
。

そ
れ
が

「
鏡
」

の
意
を
持

つ

「
水
影
」
と
結

び

つ
く

こ
と
に
よ

っ
て
、

い
か
な

る
意
味
を
表

そ
う
と

し
た

の
で
あ

ろ
う
か
。

様

々
な
解
釈
が
試

み
ら
れ
よ
う
が
、

古
代

日
本

に
お
け

る

「
鏡
」
の
あ

り
方
が
中

国

古
代

の
道
教

思
想
と
も
深
く
関
連

し
て
い
る

こ
と

に
鑑

み
て
、

こ
こ
に

こ
の
特
殊
な
組

み
合
わ
せ
を
生

み
出
し
た
背
景

を
、

道
教

思
想
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
考

え

て
み
た

い
と
思
う
。

エハ
　

「
天
津
水
影
」
と

「
天
鏡
」

「
鏡
」

は
古
代

日
本

に
お

い
て
、

「
剣
」
、

「
玉
」
と
合
わ
せ

て
三
種

の
神

器
と
さ
れ
、

宗
教
や
政
治
儀
礼

に
深
く
関
わ

っ
て
い

た

こ
と

に

つ
い
て
先

に
指
摘

し
た
。

三
種

の
神
器

の
起
源

に

つ
い
て
、

か

つ
て
福
永
光

司
氏
は
、

「
道
教

に
お
け

る
鏡

と
剣
―

そ
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の
思
想

の
源
流
―

」
と

の
論
文

に
お

い
て
、

漢

か
ら
六
朝

に
至
る
ま

で
の
道
教
思
想

に
お
け

る

「
鏡
」

「
剣
」

の
位
置
付
け
と
結

び
付
け

つ
つ
詳
細

に
論
じ
た

こ
と
が
あ

る
注
‐７
ｏ

そ

の
中

で
と
り
わ
け

「
鏡

」
を
め
ぐ

っ
て
し
ば

し
ば
使
わ
れ
る

「
天
鏡
」
、
「
金

鏡
」
、
「
玉
鏡
」
な
ど

の
表

現

に

つ
い
て
、

こ
れ
ら

い
ず
れ
も

「帝

王

の
権
力
を
象
徴
す

る
言
葉
」
と
指
摘

し
、

そ

の
呪
術
性
を
次

の

『
道
蔵
』

所
収
漢
代

の
鏡

の
銘
文
に
求

め

て
い
る
。

百
錬
神
金
、

九
寸

円
形
。

含
獣
翼
衛
、

七
曜
通
霊
。

鑑
包

天
地
、

威
伏
魔

性
。

百
錬

の
神
金
、

九
寸

の
円
形
。

禽
獣
は
翼
衛

し
、

七
曜
は
霊
に
通
ず
。

鑑

は
天
地
を
包

み
、

威

は
魔

性
を
伏
す
。

文
中

の

「
鑑
包

天
地
」
は
、

明
ら

か
に

「
鏡
」
の
反
射
機
能

の
神
秘
性
を

謳

っ
た
文
句

で
あ

る
が
、
「
水
影
」
か
ら
生
ま
れ
た

「
地

鏡
」
と

い
う
呼
称
も
、

こ
う

し
た

「
鏡
」
を
め
ぐ
る
道
教
的
発
想

に
出
来
す

る
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、

先

に
指
摘

し
た
よ
う

に
識
緯
色

の
強

い

『
地
鏡
図
』
が
、

『
乾
坤
鏡
』
、

『
天
鏡
』
、

『
地
鏡
』
、

『
日
月
鏡
経
』
と
と
も

に

『
日
本

国
見
在
書

目
録
』

五
行

家

に
収
録
さ
れ

て
い
た

こ
と
も
、

「
鏡
」
を
め
ぐ
る
道
教
的
観
念
が

早
く

に
日
本

に
も
伝
え
ら
れ
、

定
着

し
て
い
た

こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

こ
こ
に
注

目
し
た

い
の
は
、

「
天
鏡
」
と

い
う
言
葉

が
、
し
ば

し
ば

「
玉
」
と

セ

ッ
ト
と
な

っ
て
天
地
を

か
た
ど

る
存
在

と
し

て
謳
わ
れ

て

い
た

こ
と

で
あ

る
。

手
近
に

『
藝
文
類
衆
』
を
結
け
ば
、

次

の

一
連

の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

①
自
軒
皇
以
降
、

墳
索
所
紀
、

略
可
言
者

、
莫
崇

平
尭
舜
、

抜
金
縄
而
握

天
鏡
、

開

玉
匝
而
総
地
維
。

軒
皇
よ
り
以
降
、

墳
索

の
紀
す
所
、

略
か
言
う

べ
き
は
、

莞
舜

の
崇

き
よ
り
は
莫

し
、

金
縄
を
抜
き

て
天
鏡

を
握

り
、

玉
匡

を
開
き

て
地
維
を
総

べ
る
。

『
南
斉
書
予

高
帝
紀

①
自
憑

玉
凡
握

天
鏡

、
履
塔
戦

而
端
洪
、

居
巌
廊

而
淵
黙
。

一-84-



自
ら

玉
几
に
憑
り
、

天
鏡

を
握
り
、

塔
戦
を
履

み

て
端
洪
た
り
、

巌
廊

に
居

て
淵
黙
た
り
。

梁

・
簡
文
帝

「
大
法

頌
序
」

①
握

天
鏡

而
授
河
図
、

執
玉
衡

而
運
乾
象
。

天
鏡

を
握

り
て
河

図
を
授
け
、

玉
衡
を
執

り
て
乾
象
を
運
か
す
。

陳

・
徐
陵

・
「
皇
太

子
臨
梓
葬
頌
序
」

天
鏡

既
穆
、

地
維
既
粛

、
遇
遜

一
体
。

①
玉
検
騰
暉
、

金
縄
薦
宝
、

玉
検
暉
を
騰
ち
、

金
縄
宝
を
薦

む
、

天
鏡
既
に
穆
た
り
、

地
維
既

に
粛

た
り
、

退
遜

一

体
な

り
。

斉

・
王
倹

「
高
帝
哀
策
文
」

①
負
抜

天
鏡

、
来
拾
遺
珠
、

愛
初
較
跡
、

斬
蛇
鞠
旅
。

抜

に
天
鏡

を
負

ひ
、

来

り

て
遺
珠
を
拾

ふ
、

愛

に
初

て
袋
跡

し
、

蛇
を
斬

り

て
鞠
旅
す
。

陳

・
沈
畑

「
武
帝
哀
策
文
」

①
有

人
卯
金

刀
、

握

天
鏡
。

人
有

り
卯
金

刀
、

天
鏡

を
握

る
。

『
春
秋
孔
録
法
』

「
玉

＝
玉
匝
、

玉
凡
、

玉
衡
、

玉
検
、

遺
珠
」
と
合
わ
せ

て
そ
れ

右
記
諸

例
か
ら
、

古
代
中
国

の
観
念

に
お

い
て
、
「
天
鏡
」
と

ぞ
れ
天
と
地
を
司
る
崇
高
な
符
と

し
て
崇

め
ら
れ

て

い
た

こ
と
が
分

か
る
。

「
鏡
」
と

「
玉
」
と

の
関
係

に

つ
い
て
福
永
氏

は
次

の
よ
う

に
指
摘

し
て

い
る
。

中
国

の
道
教

で
は
死
者

の
世
界
と
天
上

の
神
仙
世
界
と
は
ペ
ア
で
あ

る
と
さ
れ
、

天
上
世
界

の
神

が
死
者

の
功

過
を
裁

き
、

「天津水影」考― 『日本書紀』漠字表記の訓古をめぐって一
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死
者

の
世
界
を
管

理
す

る
わ
け

で
す

か
ら
、

死
者
を
墓

の
な
か
に
鎮

め
る
鏡
と
剣
と

玉
は
同
時

に
天
上
世
界

の
最
高
神

の
象

徴

で
あ

る
と
も
さ
れ
ま
す
注
‐８
ｏ

福
永
氏

は

一
方

で
は
、

「
鏡

」

「
剣

」
と
違

っ
て
、

「
玉
」
が
本
来
道
教

で
は
重
視
さ
れ
ず
、

儒
教
系
統

の

『
周
礼
』
な
ど

の
祭

祀

儀
式

に
し
か
現
わ
れ
な

か

っ
た
と
言

っ
て
い
る
が
と
１９
ヽ

そ

の
指
摘

は

一
面
的

に
過
ぎ
ず
、

実
際
、

例
え
ば
道
教
色

の
強

い
緯
書

も

『
周
礼
』
な
ど

に
見
え

る

「
玉
」

に

つ
い
て
、

①
王
者
得
礼
制
則
澤
谷
之
中
有
白
玉
焉
。

王
者

礼
制
を
得
れ
ば
則
ち
澤
谷

の
中

に
白

玉
有

り
。

　

　

　

『
礼
稽
命
徴
』

①
君
乗
金
而
王
則
玉
見
於
深
山
。

君
金

に
乗
じ

て
王
た
れ
ば
則
ち
玉
深
山
に
現

は
る
。

　

　

　

『
礼
斗
威
儀
』

①
龍
馬
金

玉
帝

王
之
瑞
應
。

龍
馬
金

玉
は
帝

王

の
瑞
應
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
礼
含
文
嘉
』

①
神
霊
滋
液

則
有

玉
英
。

神
霊
滋
液
せ
ば
則
ち

玉
英
有

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
孝
経
援
神
契
』

と
記
述

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
同
じ
緯
書

の

「
鏡
」

に
関
す

る
記
述
、

即
ち
、

①
神
霊
滋
液
則
有
昭
璃
鏡
。

神
霊
滋
液

せ
ば
則
ち
瑠
璃
鏡
あ
り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『
孝
経
援
神
契
』

①
神
霊
滋
液
、

百
宝
為

用
則
出
戦
鏡
。

神
霊
滋
液

し
、

百
宝
用
を
為

せ
ば
則
ち
戦
鏡

出
づ
。

　

　

　

『
孝
経
援
神
契
』

Ｌ

い

っ
た
発
想
と
明
ら
か
に
軌
を

一
に
す

る
。

こ
の
よ
う

に

「
鏡
」
同
様
、
「
玉
」
も
宇
宙
を
統
帥
す

る
呪
物
と
し

て
見
ら
れ
注
２。
、
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考
古
学
者
張
光
直
氏

の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、

古
代

人

の
観
念

に
お

い
て

「
玉
」
は

「
天
地
を
貫
通
す

る
象
徴

で
あ

る
以
上
、

天
地

を
貫
通
す

る
手
段

の

一
つ
ま
た

は
法
器

で
も
あ

っ
た
」
と

い
う

こ
と

で
あ

る
と
２．
。

そ
し

て
二
剛
記
仲
哀
紀

の
記
事

に
見
え

る

「
天

皇
如
八
尺
捜

之
勾
以
曲
妙
御
宇
、

且
如
白
銅
鏡

以
分
明
看
行
山
川
海
原
」
も
、
「鏡
」
と

「捜

日
玉
」
が
併
用
さ
れ

て
い
る
が
、

い
ず

れ
も

こ
う

し
た
観
念

に
基
づ

い
た
用
法

で
あ
ろ
う
。

さ

て
、

右

記
漢
籍

に
お
け

る

「
天
鏡
」

の
あ
り
方

か
ら
、
「
如
天
津
水
影
押
伏
而
我
所

見
囲
」

の

「
天
津
水
影
」

に
目
を
移
せ

ば
、　

一
文

の
用

い
ら
れ
る
背
景

は
、

天
皇

の
新

羅
征
伐

の
際

に
行
わ
れ
る
国
見

の
儀
式

で
あ

る

こ
と
か
ら
、

そ

の
意

に

つ
い
て
、

天
皇

の
見
え
な

い
国
を
、
「
天

つ
水
影

（
鏡
）
が
押

し
伏
せ
る
よ
う

に
私
が
見
え

る
国
」
と
解

せ
ば

、

い
か
に
も

こ
の
場

に
相
応

し

い
表
現

で
あ

る
。

や
や
大
胆

に
推
測
す
れ
ば
、
「
天
津
水
影
」
は
、

右

記

「
天
鏡
」
を
踏
ま
え

つ
つ
、

古
代

日
本
語

「
あ
ま

つ
」

の
訓
漢
字

「
天
津
」
を
援

用

し
、

さ
ら

に
漢
籍

か
ら

「
水
影
」
を
そ

の
ま
ま
借

り
て
、

両
者
を

一
つ
の
単

語
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

言

い
換
え
れ
ば
、

「
天
津
水
影
」

は
、

古
代

日
本

の
固
有
信
仰
と
道
教

思
想
を
習
合

し
た
漢
字
表

記
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。
と

り
わ
け
漢
籍

で
は

「
天
鏡
」
に
関
し

て

一
様

に

「
握
」
と

い
う
動
詞
が
使
わ
れ

て
い
る
に
対
し
て
、　

一
文

に
お
け

る

「
天
津
水
影
」

は
、

前
引
同
じ
仲
哀
紀

の

「
如
白
銅
鏡

以
分
明
看
行
出
川
海
原
」

の
表
現
同
様
、

古
代

日
本

に
お
け

る

「
鏡
」

の
あ

り
方

に
影
響
を
受
け

て
、
「
握
」
の
表
現
を
借
用
せ
ず
、

こ
れ
を

「
如
」
で
も

っ
て
擬
人
化
し
、
「
神
」
を
直
接

「
鏡

」
川

「
天

津
水
影
」
と
喩
え
た
と

こ
ろ
に
、

こ
の
用
語

の
特
質

が
端
的

に
現
わ
れ

て
い
る
。

そ
し
て
、　

一
文
が
置
か
れ

て
い
る
文
脈
に
お

い

て
そ

の
意
味

を
考
え

る
場
合
、

左
記
梁

の
元
帝

の
作

で
あ
る

「
玄
覧
賦
」

の
内
容
が
参
考

で
き

る
と
思
う
。

唯

天
為
大
、

唯
尭

則
之
。

唯
地
為
厚
、

唯

王
国
之
。

号
義
皇
之
握
鏡

、
賃

乃
神

而
乃
聖
。

唯

天
は
大
な

り
、

唯
尭

之
を
則
す
。

唯
地

は
厚
な

り
、

唯

王
之
を
国
す
。

こ
こ
に
義

皇

の
鏡

を
握

る
は
、

費

は

こ
れ
神
な

り

聖
な

り
。

こ
の
よ
う

に

「
鏡
」
を
握

る
者

は
天
地
を
支

配
す

る

「
神
」
罫
言

に
他
な
ら
ぬ

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
、
「
如

天
津
水
影
押
伏

「天津水影」考 一 『日本書紀』漠字表記の訓古をめぐって一
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而
我
所

見
囲
」

も
、

「
天
津
水
影

＝
天
鏡
」
と

の
表

現
を
通
し
て
、

天
皇
が
も
ら
す

不
満
、

即
ち

「
誰
碑
徒
誘
朕
。

復
我
皇
祖
諸

天
皇
等
、

講
祭
碑
祇
。

主
有
遺
耐
耶
」
に
対
し
て
、

自
ら
を
由
緒

あ

る
神

と
証
明
し
、

天
地
を
し

つ
か
り
と

「
天
津
水
影

＝
天
鏡
」

の
よ
う

に
治

め

て
い
る

こ
と
を
強
調
す

る
も

の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

七
　

む
す

び

以
上

、
仲

哀

紀

に
見

え

る

「
天
津

水

影

」

の
訓
詰

を

、
古

代

日
本

の
固
有

信

仰

と

道

教

思

想

の
両

面

か
ら

試

み

て
き

た

。
思

う

に
、

類

書

『
藝

文

類

乗

』

を

含

む

数
多

く

の
漢

籍

に

囲
ま

れ

て

い
た

書

紀

の
撰
者

に
と

っ
て
、

「
水

影

」

と

「
天
鏡

」

を

め

ぐ

る

知

識

が
或

い
は
常

識

だ

っ
た

の
か

も

し
れ

な

い
と
２２
ｏ

「
天
津

水

影

」

は
、

そ
う

し
た

表

現

を
熟

知

し
た

撰
者

が

、

筆

先

の
あ

や

を

弄

す

る
あ

ま

り

、
和
漢

の
知

識

を

ア

レ

ン
ジ

し
た

表

訓

と
表
意

の
二

つ
の
要
素

を

含

ん
だ
漢

字

表

記

と

推

測

さ

れ

よ

う
。

そ
れ

が
時

代

が

経

つ
に
従

い
、

却

っ
て
難

解

な

表

現

と

な

っ
て
し
ま

っ
た

の

で

は
な

い
か
。

『
日
本

書

紀

』

の
文
章

と

表

記

は
、

作

者

が

不
特

定

多

数

も

あ

る

こ
と

か

ら

、
和
習

な

ど

訓
詰

上

難

解

な

も

の
を

数

多

く
抱

え

て
お

り
と
２３

　ヽ
一
見
さ

さ

い
な

用

語

で
あ

り

な

が

ら

、

そ

の
実

、
『
古

事

記
』

と

は
異

な

る
複

雑

な

構

成

及

び
成

立

背

景

を
持

つ
場

合

も

少

な

か
ら

ず

あ

る
。

そ

の

一
つ

一
つ

と

根

気

強

く

付

き
合

っ
て

い
く

こ
と

は
、

訓
詰
学

の
終

り
な

き
使

命

で
あ

り
、

宿

命

で
も

あ

ろ
う
。

【
注
釈
】

１
小
林
芳
規

「
表
記
の
展
開
と
文
体
の
創
造
」
翁
日
本
の
古
代
６

・
こ
と
ば
と
文
字
皆

中
公
文
庫

・
一
九
九
六
年
）

２
例
え
ば
、

小
林
芳
規
氏
は
、

『
古
事
記
』
上
巻

の
ス
サ
ノ
フ
ノ
ミ

コ
ト
に
ま

つ
わ
る
伝
承
に
見
え
る

「
八
拳
須
至
千
心
前
時
伊
佐
知
伎
也
」
の

「
心

前
」
と
い
う
漢
字
表
記
に
注
目
し
、

漢
籍
に
そ
の
類
例
の
な

い
こ
と
か
ら
、

平
安
初
期
の
訓
点
資
料
か
ら

「
コ
ヨ
ロ
サ
キ
」
な
る
語
を
検
出
し
、
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「
心
前

」

は

「
ョ
ョ
ロ
サ

キ
」
と

い
う
古

語

の
表

訓
漢
字

と

の
推
論
を

示
し

て

い
る
。

（
同
注

１
）

３
井

手

至

「
上
代

語
概
説
」

（
沢
潟
久
孝

他
編

『
時

代

別
国

語
大
辞
典

・
上
代
編
』

所
収
、

三
省
堂

、　
一
九
六
七
年
）

４

『
古
事

記
』

仲
哀

天
皇
条

の
内

容

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

太

后

の
帰

せ
る
神
、

言
教

へ
覚

し

て
詔

ひ
し
く
、

「
西

の
方

に
国
有

り
。

金

・
銀

を
本
と
為

て
、

日

の
炎
耀

く
、

種

々
の
珍

し
き
宝

、
多

た
其

の
国

に
在

り
。

吾
、

今

其

の
国
を
帰

せ
賜

は
む
」

と

の
り
た
ま

ひ
き
ｃ

爾

く
し

て
、

天
皇

の
答

へ
て
白
さ

く
、

「
高

き
地

に
登
り

て
西

の
方

を

見
れ
ば

、
国
土

見
え
ず

し

て
、

唯

に
大

き
海

の
み
有

り
」
と
ま
を

し

て
、

詐
を
為

る
神

と
謂

ひ
て
、

御
琴

を
押

し
退
け
、

控

か
ず

し

て
、

黙

し
坐

し
き
。

爾

く
し

て
、

其

の
神
、

大

き

に
念

り

て
詔

ひ
し
く
、

「
凡
そ
、

抜

の
天

の
下

は
、

汝
が
知

る
べ
き
国

に
非
ず
ｃ

汝

は

一

道

に
向

か

へ
」
と

の
り
た
ま

ひ
き
。

５
坂
本
太
郎

他
注

『
日
本
古
典

文
学

大

系

・
日
本
書
紀
』

含
石
波
書
店
、　

一
九

六
七
年
）

６
小
島

憲

之
他
注

『
日
本
古
典

文
学

全
集

・
日
本
書
紀
』

（
小
学
館
、　

一
九
九

六
年
）

７
同
注

５

８
同
注

６

９
倉

野
憲

司
注

『
古
事

記

・
祝

詞
』

翁

日
本
古
典

文
学
大

系
』
、

岩
波
書
店
、　

一
九

七
七
年
）

１０

『
時

代

別
国

語
大
辞
典

・
上
代

編
』

に
よ

る
と
、

上
代

に
お

い
て
、

漢
字

「
天
」

に
は
、

④

天

の
意

、
⑤

天
に
関
す

る
事

物

に
添
え

る
、

⑥

美

称
、

の
三
段
階

の
意
味

が
あ

り
、

そ

の
訓

み
に
交
替

に
使

え

る
も

の
と
し

て

「
あ
ま
」
と

「
あ

め
」
が

同
時

に
存
在

し
、
「
あ

ま
～

」
に
は
④

が
、

「
あ

ま

つ
」

に
は
⑤
⑥

が
、

「
あ

ま

の
」

に
⑥

が
多

用
さ
れ

て

い
る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

１１
佐

竹

昭
広

他

注

『
新

日
本
古
典

文
学

大
系

・
高
葉
集
』

（
四
）

官
石
波
書
店
、

二
Ｏ
①

四
年
）

‐２
青

木
生

子
他

注

『
新

潮

日
本
古
典

文
学
集
成

・
高
葉
集
』

（
四
）

（
新

潮
社
、　

一
九

人
三
年
）

‐３
清

・
侃
発

『
庚

子
山
集

注
』

（
中
華
書

局
、　

一
九

人
〇
年
）
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‐４
古
代

に
お
け

る
識
緯

と
地

理

の
関
係

に

つ
い
て
、

顧
韻

剛
氏

は
か

つ
て

「
識
緯

の
内
容
」
翁
奏
漢
的
方

士
興
儒
生
』
、

上
海

古
籍

出
版
社

、　
一
九

七

八
年
）
に
お

い
て
、

緯
書

の
包
括
範

囲
と
特
徴
を
説

く

に
あ

た
り
、
「
識
緯

の
内
容

は
非
常

に
複
雑

で
、

釈
経
、

天
文
、

暦
法

、
神

霊
、

地

理
、

歴
史

、
文
字

、
典
章

制
度

さ

ま
ざ

ま

で
あ

る
。

範

囲
が
広

い
わ

り
に
は
性
質

が
単
純

で
あ

り
、

作
者

が

ひ
た
す

ら
陰

陽

五
行

の
立

場

か
ら

発
言

し

よ
う

と

し

て

い
る
」
と
述

べ
て

い
る
。

巧
例
え
ば

、

日
本

に
お
け

る
鏡

信

仰

の
淵
源

に

つ
い
て
、

小
林

行
雄

氏
は
そ

の
名
著

『
古
鏡
』

（
学
生
社

、

二
①
①
Ｏ
年
）

で
、

鏡

を
化
粧
道

具

の

一
種
と

み
ず
、

あ

る

い
は
神

と

し
、

あ

る

い
は
鏡

を
用

い
て
神

を
祭

る
風
習

の
あ

る
社
会

で
は
、

逆

に
、

そ

の
鏡

か
ら
神

が
生

ま

れ
た
と

い
う
信
仰

も

つ
く
り
だ
さ
れ

る
で
あ

ろ
う
。

と
指

摘

し

て

い
る
。

ま
た
、

最

近

で
は
、

大

谷
雅
夫
氏

も
、

古
代

日
本

と
中
国

に
お
け

る
鏡

の
あ

り
方

の
異
同

に

つ
い
て
詳

論

し

て

い
る
。

『
国

文
学

と
中

国

文
学
―

「
鏡

」

に

つ
い
て
』

翁
文
学

と
言

語
に
見

る
異
文
化
意

識
』
、

京
都
大
学
大
学
院

文
学

研
究
科

発
行

、

二
①
①

四
年

二
月
）

‐６

『
古
事

記
』

上
巻

天

の
石
屋

戸
伝

承

で
は
、

姿

を
暗

ま

し
た

天
熙
大
神

を
何

と

か
し

て
誘

い
出

そ
う
と
、

八
百
万

の
神

が

共
議

し

て
、

次

の
よ

う
な
決
定

を

下

し
た
ｃ

天
安

河

の
河
上

の
天

の
堅

石
を
取

り
、

天

の
金
山

の
鉄

を
取

り

て
、

鍛

人

天
津

麻

羅
を
求

ぎ

て
、

伊
斯

許
理
度
賣
命

に
科

せ

て
鏡

を
作
ら

し

め
、

玉
祖
命

に
科

せ

て
、

人
尺

の
勾
愛

の
五
百
津

の
御

須
麻
流

の
玉
を
作
ら

し
む
。
…
…

天

の
香

山

の
五
百
津
真

賢

木
を
根

許
士
爾

許
士

て
、

上
枝

に
人
尺

の
勾
凌

の
五
百
津

の
御

須
麻
流

の
玉
を

取

り
著

け
、

中
枝

に
八
尺
鏡

を
取

り
繋

け
、

下
枝

に
白
丹
寸

手
、

青

丹
寸

手
を
取

り
垂

で
て
云

々
。

最
終
的

に
誘

い
出

し
に
成
功

し
、

世
界

に
再
び
光
明
を
取

り
戻
す
が
、

類
似

の
記
事

は
、

『
日
本
書
紀
』
巻

一
第

七
段

に
も
複

数

見
ら
れ

る
。

‐７
福
永

光

司

『
道
教

思
想
史

研
究
』
（
岩
波
書
店
、　

一
九

八
九
年
）
は
、

道
教

に
お
け

る

「
鏡

」
と

「
剣

」
の
組

み
合
わ

せ
と
そ

の
思
想

の
源
流

を
、

司
馬
承
禎

『
含
象
剣
鑑

図
』

所
載

「
含
象
鑑
序

」

及
び

「
景

震
剣
序

」
を

手
が

か
り
に
詳

し
く
論

じ

て

い
る
。

‐８
福

永
光

司

『
道
教

と

日
本

文
化
』

（
人
文
書
院
、　

一
九
九

二
年
）
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‐９

『
周
礼

・
大
宗
伯
』

に
お
け

る

「
玉
」

の
記
述

は
、

以

玉
作

六
器
、

以
礼

天
地

四
方

、

以
蒼

壁
礼

天
、

以
黄

凍
礼
地
。

玉
を

以

て
六
器
を
作

り
、

以

て
天
地

四
方

を
礼
す
。

蒼
壁

を

以

て
天
に
礼

し
、

黄

珠
を

以

て
地

に
礼
す
。

と
あ

り
、

こ
れ

に
対
す

る
鄭

玄

の
注

は
、

礼
神
者

必
象
其
類
、

壁

国
象

天
、

珠

人
方
象

地
。

神

に
礼

せ
ば

必
ず
其

の
類

を
象

る
。

壁

園

に
し

て
天
を
象

り
、

疎

八
方

に
し

て
地
を
象

る
ｃ

と
な

っ
て
お
り
、

よ

っ
て

「
玉
」
が

早
く
に
儒
教

の

「
礼
」
と
結

び

つ
い
た

こ
と
が
分

か
る
。

こ
れ

に
類

し
た
思
想

は
、

『
白
虎

通
義

・
文
質
篇
』

に
も
、

珠
為

之

言
宗
也
、

象

万
物

之
宗
飛
ｃ

…
…
内

園
象

陽
、

外
直
為
陰

、
外

牙
而
内

湊
象

衆
会
也
、

故

謂
之
珠
ｃ

珠

の
宗

と
言
ふ
を
為
す

は
、

万
物

の
宗
衆

を
象

る
な

り
。

…

…
内

国
に
し

て
陽

を
象

り
、

外
直

に
し

て
陰

を
為
す
ｃ

外

牙

に
し

て
内

は
湊
象

衆
会

な

り
、

故

に
之
を
珠

と
謂

ふ
。

と

の
よ
う

に
認
め
ら
れ

る
。

２０
批

士
奇

『
中

国

玉
文
化
』

（
鳳
鳳
出
版
社

、

二
①
①

四
年
）

は
、

「
国
家
政
治
生
活

に
お
け

る
玉

の
作

用
」
な

る
章

を
設

け

て
、　

一
、

万
物
主
宰

説
。

二
、

天
地
之
精

説
ｃ

三
、

道
徳
模
範
説
。

四
、

岸

邪
除

祟

説
。

五
、

延
年
益
寿
説

の
諸
項

目
に
分

け

て
、

古
代

中
国

文
化

に
お
け

る

「
玉
」

の
象
徴
的
音
義

を
詳
論

し

て

い
る
。

狐
張
光
直

『
中

国
青
銅

器
時

代

二
集
』

各

一聯
書
店

、　
一
九
九

〇
年
）

２２
小
島

憲

之

『
上
代

日
本

文
学

と
中
国

文
学
』

上
巻

（
塙
書

房
、　

一
九
七
七
年
）

は
、

『
日
本
書
紀
』

の
出
典

を
論

じ

る
に
あ

た

り
、

類
書

と

し

て

利

用
さ

れ

て

い
た

『
藝

文
類

衆
』

と

の
密
接
な

関
連

を
明
ら

か
に
し

て
い
る
ｃ

２３
森

博
達

『
日
本
書
紀

の
謎

を
解

く
』

（
中

公
新
書

、

一
九
九

九
年
）

は
、

音
韻
学

と
文
体

論

の
視
点

か
ら

『
日
本
書
紀
』

の
成
書

過
程
を
分
析
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付

小  記
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